
第二原発は北 10km(東海村）にある。2011 年の大震災に被災し、運転 45 年が過ぎた老朽原発。30 キロ圏内に 92 万人が住む。 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

  

 

坂本龍一さん  「原発 時間 経つほど危険」 の言葉
 

2011 年の原発事故から 12 年、人々の記憶は薄れているかもしれないけれど、 

いつまでたっても原発は危険だ。いやむしろ時間が経てば経つほど危険性は増す。 

（東京新聞 2023.3.15 朝刊より 写真 2020 年 3 月撮影） 

 

ストップ‼
 さよなら原発ひたちなか市実行委員会 

（連絡先：ひたちなか市馬渡 2824-63 佐藤 英一  TEL:029-273-4775） 

ホームページ：https://sayonaragennpatu.wixsite.com/mysite ☞ 

 

防潮堤工事 当初設計と違う造りで 安全？   

いと言っていますが、巨大津波や地震が来たと

き、上部の構造物を支えきれるのでしょうか。 

二つとも当初設計と違う施工（ミス）です。

その分、強度が落ちるのではないかと疑問を持

つのは普通のことでしょう。 
 

原電は、住民の再検討要求に応える 

ため、詳細を公表してください。 

一つは、コンクリの流し込みが不十分、鉄

筋の枠組みが変形した箇所(右上写真)が、複

数 南側と北側にあること  
 

もう一つは、北側の地中連続壁基礎の先端

（鉄筋カゴ）が、岩盤をけずった底に届か

ず、70cm 浮いて高止まりになっていること  
 

原電は、すき間をコンクリ打ちし影響はな 

 東海第二原発は、津波対策として敷地周囲に、地中の岩

盤まで達する杭を打ち込み、標高２０ｍの堤防をつくって

います (図１)。 ところが、原発を冷やす海水を取りこむ

取水口（赤丸）部分は杭を打てないので、両脇の地中連続

壁基礎（一辺 15.5ｍの四角の柱で岩盤まで達する構造物）

によって、取水口の上の鋼製防護壁を支えます(図２青

色)。この基礎の施工不良が工事関係者から告発されまし

た 。(説明は裏面に)   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２つは、北側の構造物の基底(鉄筋カゴ)

は地下の岩盤を掘り込み、かみ合わされ 56

ｍ深となる設計だが(図 2)、70ｃｍ浅く造

られている。 

 告発者は、放置しては、津波や地震に

耐えられないと心配しての告発だそうで

す。 

 原電は、これらを認め、対策をとるの

で安全と言っています。しかし、修繕策で

は当初設計の強度が出るとも思えません。

もっと事実を明らかにし、住民が検討でき

る よ う に す べ き で す 。 

  ＊この構造物は、取水口の上に高さ

20ｍ・長さ 80ｍ・厚さ６ｍの鋼製の防護壁

（下右図青い部分）を北と南の両側から巨

大な地下の門柱(一辺が 15.5ｍの四角の巨

大 柱 で 岩 盤 ま で 達 す る 構 造 。 

本紙 1 0 9 号では門柱と称します。  

２つは、、北側の門柱の

先端が岩盤に達していな

い疑いがあります。 

  （資料：テラ channel ❻ ＜2023年 3月＞） 

  図 1 防潮堤のイメージ 

  図 2 鋼製防護壁及び基礎の位置イメージ  赤字：当会追加部分 

コンクリート

充填不良 及び

鉄筋変形部分 

施工不良部分 

施工不良部分 

施工不良部分 

これが 

当初の 

設計！  

写真：新聞報道より 

tel:029-273-4775


 ストップ‼  東海第二原発  第 109 号（11･12月号）  2023.11.11発行 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

 

 

  

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 柳沢の農家 75前後 男性 
 

男性：東海第二（原発）の再稼働は反対だが、こ

のニュースの表現が良くねえな。 

会員：えっ！ どんな風に？ 

男性：『電力需要の高い東京に原発を設置すべ

き！』 それなら納得・・・かな。皇室の犠牲

は覚悟することになっけど。 

会員：なるほど 

男性：ここいら、ひたちなか市は、企業誘致も進 

んでいて危険な原発は厄介者だっぺよ。 

会員：若い人を呼び込むにも、危険な原発は厄 

介者だって・・・ことか。参考にします。 

 

市民の
東石川 70代前半 男性 

 

男性：ここらで原発反対はムズカシかっぺ。 

ここらは事故があったら逃げらんねぇ。 

どっちも（北も南も）橋がネーからな。 

頑張りな！ 

会員：また地震あったらヤバイですね。あれ

から 13年近く、原発はさらに古くなって

んだから。 頑張ります！ 

  
高校生 2人組に感謝 

 

勝田駅前で私が大声で訴えていると、 

飲料水をそっとさし出してくれた 2人組。 

グイと飲んで、また声を張りあげることが 

できた。あの男子高校生の笑顔がマブタに 

残る。ありがとう。     （会員Ｓ） 

 

 

日頃のご支援に感謝します。ご協力頂ける方は最寄りの会員、または、 

1 面連絡先 佐藤 にご連絡ください。詳しくはその際にご説明します。 

施工不良を軽視し、老朽原発の再稼働へ前のめり 

原電は、東海村議会で「指摘の不良箇所は対処するので心配ない」と説明を

くりかえし、議員の現地立入調査要求も拒否しました。一方、原発推進議員は

「その程度の工事不良はよくあることで、対処すればよい」との意見です。 

しかし、長期予想では今も津波地震の危険があります（地震本部の元長期評価

部会長 島崎邦彦東大名誉教授）。施工不良を軽視し再稼働へ進むのでしょうか。 

原発敷地内で、最近続けざまに、電気器具からの煙発生や発生時不明のこげ跡 

（消防署はどれも火災と判断）が見つかっています。  

 原電は知っていた‼ 

原電は４月と６月、８月に

事実を知っていたが、７月の

５市１村長現地調査や、10 月

の専門家による県安全性検討

ワーキングチームの会合で一

切ふれませんでした。 

９月７日に告発を受けた共

産党が９月 22 日、原電に質問

状を出して、ようやく右表の

経過が明らかになりました。 

 

 

工事不良が判明するまでの経過 (当会が収集) 

４月 原電が原子力規制庁に、北側柱の先端が底に未着を報告 

６月 原電が南側柱の施工不良を知る。 

７月 14日：原電が５市１村長の現地調査に施工不良を報告せず。 

８月 原電が北側柱の施工不良を知る。 

９月 
7日：工事関係者が共産党に告発 

22日：共産党議員ら原電に回答期限 10/６とする質問状 

１０月 

4日：原電が県安全性検討ワーキングチーム会合に報告せず。 

16日：共産党県議ら記者会見 

同 日：原電が規制庁に６・８月の施工不良を報告 

同 日：原電が南側柱の施工不良のみを HPで公表 

19日：共産党議員が規制庁聴取。北側柱先端の未着判明 

 


